




















平成３０年度鶴ケ峰コミュニティハウス自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

 

・利用者アンケートの利用者満足度８０％以上を目指します。 

・子育て中の母親も参加できる託児付き自主事業を開催します。 

・予約図書の返却があったとき、予約者に電話連絡します。 

・季節や時節に応じて、図書を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

業務運営 

・緊急時対応マニュアルを整備し、定期的に見直します。 

・緊急連絡網を整備するとともに、区役所、協会、関係機関と

の連絡体制を確立します。 

・火災、震災、大規模災害時に備え、防災訓練を実施します。 

・館内外の巡回点検を１日５回以上実施します。 

・サークル一斉見学会を実施し、サークルの会員募集を支援し、

地域のサークル活動を活性化させます。 

・映画祭りや講演会等の魅力的なイベントを開催し、初めての

方や多くの地域の方に当館を認知してもたい、楽しみや知識

を深めていただきます。 

・ホームページ、区報、町内会回覧、ミニコミ誌、地元ケーブ

ルテレビ等の広報媒体を活用した広報活動を行います。 

・旭区誕生５０周年に向け、協会の他施設と一体となり事業企

画を具体化し、区役所と連携しプレイベントの共催に取り組

みます。 

・歴史や文化などふるさとの魅力を発見する自主事業を開催し

ます。 

・区民の読書活動の推進への取組として幼児等を中心に読み聞

かせ等の自主事業を実施します。 

・自主事業を３つの視点（①様々な年代が集う②ふるさとの魅

力に触れる③趣味や知識を深める）に立って、幼児からシニア

   

目標設定・自己評価合体版 



まで多くの人が楽しく参加でき、また、参加しやすい参加費を

設定して、実施します。３０％以上を新規事業とします。 

 

年間利用者数      ３７，０００人を目指します。 

年間図書貸出冊数    １７，０００冊を目指します。 

 

職員育成 

・個人情報保護に関する研修を実施します。 

・人権研修を実施し、職員の人権感覚を向上させます。 

・各種業務研修を実施し、質の高い利用者サービスの向上に努

めます。 

   

財務 

・保守点検等の外部委託を協会事務局が一括発注を行い、また、

修繕や備品の購入は見積合せなどによる費用比較を十分行

い、経費の節減に努めます。 

・消耗品は適正な在庫管理と書類の再利用等を徹底し、経費の

節減に努めます。 

・空調や照明について、こまめな入り切りを徹底するとともに、

適正な温度管理を行い、節電に努めます。 

   

 

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

・目標設定の視点に基づく目標を記載 

 

 

 

 

   

利用者等

の意見 

・利用者アンケートを実施し、満足度や意見を調査します。 

・自主事業のアンケートを実施し、満足度や意見を調査します。 

・声のポスト・希望図書ボックスを設置し、意見・要望・苦情

等を受付けます。 

・団体利用者会議を開催し、意見を伺います。 

意見、要望に対する対応 

・意見、要望を積極的に調査し、極力即時対応するように努めました。 

 対応が困難なものについては、丁寧に説明し、ご理解いただけるよう心がけました。 

 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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